
日中両国人は「似て非なるもの」

中国問題を読み解く2016年10月講座

工学院大学孔子学院・認定NPO法人東京都日中友好協会 共同連続講座

場 所： 工学院大学新宿キャンパス中層棟4階 工学院大学孔子学院

受講料： 一般：1,500円 学生： 500円

＊お申し込みが必要です

10月19日（水）14：30～16：00

〒163-8677 東京都新宿区西新宿1-24-2

TEL 03-3340-1457 FAX 03-3342-3150
（10:00～18:00/日・月・祝は休館）

E-mail cik@kogakuin.ac.jp URL  http://cik.kogakuin.ac.jp/

▼ お問い合わせは電話・web・窓口まで ▼

概 要：「日中両国人は同文同種だ」という言い方があります。しかし実際に中国人と

交際してみると、両国人は「似て非なるもの」であると感じます。相互理解を深めるた
めにも、この「非なるもの」の部分をしっかり認識する必要があります。講師は長い
中国ビジネスの経験から。同じ漢字なのに意味が異なる「同字異義語」を取り上げ、
中国語学習やビジネス交渉の際、日本人が陥りやすい「お落とし穴」を指摘します。

講師：久佐賀義光（国際社会貢献センター日本語講師）

講師紹介：東京外大中国語科卒、三井物産初代駐中国代表、ＬＥＣ東京
リーガルマインド大学総合キャリア学部教授などを経て、現在弁護士法人
ブリッジルーツ顧問、国際社会貢献センター日本語講師


